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重野：「文化財の可能性を広げるデジタル知とは？」
というテーマで、パネルディスカッションに入りた
いと思います。パネリストとしてご講演をいただい
たお 2 人の先生、寺田先生、安藤先生に加えまして、
DMC 研究センター研究員 ・ 理工学部専任講師の金
子先生、それから DMC 研究センター特任講師の石
川先生にも加わっていただいて、パネルを展開して
いきたいと思います。

　　寺田先生と安藤先生には、ご講演をいただきまし
たので、金子先生と石川先生から、それぞれポジ
ショントークをいただいたうえで、パネルに入りた
いと思います。まず金子先生をご紹介したいと思い
ます。金子先生は今、申し上げました通り、DMC
研究センターの研究員であると同時に、本学の理工
学部の専任講師で、情報工学の分野でご活躍になら
れています。アプリケーション指向ネットワーキン
グ、分散型ネットワーキングシステムです。2006
年より本研究センターで活動されていて、一番の古
株でもいらっしゃいます。よろしくお願いします。
金子： ご紹介ありがとうございました、金子です。

例年はいつも講演をしているのですが、今年は講演
がなくパネルだけということで、気楽に手短にまと
めてみました。ポジショントークということです
が、DMC がアーカイブミュージアムに関して、ど
ういうアクティビティーをしているかというのをま
とめてみました。最近はアーカイブのストレージの
プラットフォームを構築して、そこからコンテンツ
をきちんと保存するところから利活用までを一気通
貫してやっています。

　　このシンポジウムでは主に、一番下に書いてあり
ますが、アーカイブコンテンツのネットワーク化と
か、アーカイブコンテンツの積極的な活用というこ
とで、カタログ、モザイク、キャンパスミュージア
ムを発信してまいりました（図 1）。2015 年には
磁気テープの大型ライブラリを、この隣の建物の下
で導入し、自分たちで、まずは DMC が持っている
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コンテンツ、そして慶應義塾の中のほかの組織が
持っている重要なデータを、どんどん保管していこ
うと。そのパイロット的なものを作っていこうとい
うことを、実践しております。

　　設計としては、基本的には何かメーカさんにこれ
を作ってというふうに、外注するとしても、自分た
ちで設計を作るというのが基本的な方針で、この建
物の下にスタジオもありますが、そちらの方も自分
たちで設計をして、自分たちの遊び場といったら何
ですが、テストプラットフォームを作っていくとい
うのが基本的な DMC のやり方です。

　　そういったカルチャーの中で、アーカイブスト
レージの構築としては、先ほどお伝えした磁気テー
プライブラリを購入して、設計指針としてはデジタ
ル技術を考えたときに、利活用の形というのはどん
どん変わっていくだろうということが考えられま
す。もちろん皆さん、言葉は聞いたことがある機械
学習の技術はどんどん進みますし、機械学習は次は
どうなっていくのか、とか、ニューラルネットワー
クですかとか、いろいろあると思うのですが、そう
いう利活用、そういう検索技術の利活用、もしくは
ほかの利活用の形、そういうことを前提として、上
から下まで作ってしまうと、長期的に使えるものに
ならないのではないかということで、利活用の形態
に影響されない、ピュアな長期的な保存プラット
フォームを作ろうと設
計しております。こう
いう研究として考えて
実際に動かして、学生
さんと一緒に動かして
得られた成果もありま
す。また磁気テープに
よるデジタル情報の長
期保存方法というタイ
トルで、JIS の標準化
原案の作成にコントリ 金子 晋丈
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ビュートしています。私が委員長をしてい
るのですが、そのような形に進展しており
ます。

　　デジタルアーカイブと一言で言っても、
機能は保存から利活用まで非常に幅広い中
で、いったい何を作ればいいのですか、ど
う作ればいいのですかといったことを、い
ろいろな方からご相談をいただくこともあ
ります。一方でわれわれ自身も自分たちの
データを、どう保存して、どう利活用に回
していくのかというものを問われる立場に
なっており、それをストレージを作って、
コンテンツを入れて発信していこうと取り
組んでおります。

　　次に、アーカイブコンテンツ一覧の共有
と書いていますけれども、DMC のデータ
からアートセンターというのは慶應義塾の
中の別の研究センターですが、アートセン
ターのデータをテストデータとして入れ
て、これを共有していく方向で考えており
ます。まだ、出来上がっていないのですが、
2017 年 3 月予定で最初のリリースをして、
徐々に機能追加をしていきたいと考えております。

　　あとは今日のシンポジウムを中心としたカタログ
システム、これはアーカイブコンテンツを、コンテ
ンツのネットワーク化、コンテンツとコンテンツを
有機的に結び付けて、それから利活用につなげてい
こうというコンテンツのネットワーク化の研究およ
び、そういったネットワーク化されたコンテンツを
利用した積極的な活用方法等を研究として進めてい
るということです。

　　アピールするようですが、連携機関を求めており
ます。ネットワーク化の研究というのは、1 人でやっ
てもネットワークにならないのです。アイデアが
あっても、その先に進めないというのが現状でし
て、ぜひぜひ今日はいろいろ技術展示をいじってい
ただいて、「コンテンツがネットワーク化すると、
こんな未来があるんだな」と感じていただけた方
は、「一緒にやりましょう」とお声掛けいただけれ
ば幸いです。今、DMC は作ってきましたというお
話をしましたけれども、先ほど DMC の古株ですと
いわれて、ずっと作る際に考えてきたことがありま
す。それを簡単にまとめてみました。これで今日の
ポジショントークに代えさせてください。

　　目指してきたことは、デジタル技術によるデジタ

ル情報のためのアーカイブ構成とはいったい何かと
いうことです。それは決して既存の、現行のアーカ
イブの枠組みとは違うのではないかと。ポイントは
情報がデジタルという形で保存されているという事
です。簡単にまとめたのが、このデジタルアーカイ
ブの本質ということですが（図 2）、デジタルアー
カイブをどう作ればいいか、というお話をしたとき
に、皆さん何か、まずアーカイブを作りたいという
ところが先にあって、例えばそうすると記録媒体と
してハードディスクじゃやっぱりだめですよね、光
学メディアですかね、それとも磁気テープですか
ね、といった話から始まり、データベースはどこの
データベースがいいのかとか、アプリはどのアプリ
を使ったらアーカイブってうまく動くのかといった
話があるのですが、本質は何かというと、そういう
ものではなくて、システムを構成するものではなく
て、情報そのものがアーカイブの本質ということを
忘れてはいけないと思っております。

　　すなわち、その保存した情報を、どのように使う
のかというところに気を付けて、システムを構成し
ないといけない。逆に言えば、それができたら記録
媒体やデータベースやアプリが何だっていいという
のが、僕の考え方です。DMC が注目しているのは、

Kunitake Kaneko[kaneko@dmc.keio.ac.jp],  
Information and Computer Science Dept. / DMC, Keio University

DMCの取り組み
๏ アーカイヴストレージの構築 

๏ 磁気テープライブラリを利用（2015-） 
๏ 利活用の形態に影響されない保存プラットホームとして設計 
๏ JIS原案「磁気テープによるデジタル情報の長期保存方法」の作成に貢献 

๏ アーカイヴコンテンツ一覧の共有 
๏ DMC、アートセンタのデータをアーカイヴストレージにテスト投入 
๏ アーカイヴストレージをバックエンドにしたwebポータルの初期版リリース

（2017/03予定、徐々に機能追加予定） 
๏ アーカイヴコンテンツのネットワーク化 

๏ Catalogue Systemの研究（2012-） 
๏ アーカイヴコンテンツの積極的な活用 

๏ アナログと一体化した展示（MoSaIC,キャンパスミュージアム）(2012-)2

求!! 連携機関

図 1
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デジタルアーカイヴ
๏ 目指してきたこと 

๏ デジタル技術によるデジタル情報のためのアーカイヴ構成とは？ 
๏ ≠既存のアーカイヴの枠組み 

๏ デジタルアーカイヴの本質 
๏ 主体はモノ(記録媒体、DB、アプリ)ではなく情報 
๏ 保存された情報をどのように使うのか？ 

๏ DMCでは情報の組み合わせに注目 
๏ 情報を変幻自在に実在化させるシステム 
๏ 大事にとっておくのではなく積極的に使う

3

図 2
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これは情報と書いてありますけれども、デジタルの
ファイルだと思っていただければいいのですが、情
報の組み合わせに注目したアーカイブの利活用とい
うものを考えています。1 個のデジタルデータを加
工して、データを読み解いて使うというのも、もち
ろんあるのですが、複数のデジタル情報を組み合わ
せて、新しい価値を生み出すようなサービスができ
ないかというのが DMC が進めているアプローチ、
僕が信じているアプローチということになります。

　　ポイントはアーカイブですが、アーカイブという
と大事に取っておく、長期的に保存するということ
が先に頭に浮かびますが、デジタルデータというの
は別に物にバインドしないものですので、それを簡
単に言うとドラッグアンドドロップで、メディアか
らメディアにデータをコピーできるのです。情報は
変わらずに物理媒体を変えることができるというこ
とで、大事に取っておく必要は別にない。もちろん
取っておく必要はありますが、大事に取っておくこ
と、それが目的ではなくて、それを積極的に使わな
いと、デジタルアーカイブの意味はないのです。

　　ファイルというものは、メディアとかネットワー
クとか、そういうところから遊離した存在で、そこ
を自由に形を変えながら流通して、最終的にユー
ザーに届いて利活用に供される。そうすると情報と
いうのは、変幻自在に形を変えて、場所を変えて
ユーザーに届けられる、そういうものがデジタルの
アーカイブの本質なのかなと考えております。まと
まりのない話かもしれませんが、以上で終わりにし
たいと思います。（拍手）
重野： 次にもう 1 人のパネリストでいらっしゃいま

す、石川尋代さんにポジショントークをお願いした
いと思います。石川さんは慶應義塾大学 DMC 研究
センター特任講師でいらっしゃって、ご専門は情報
工学の分野になります。3 次元表現、3 次元視知覚、
それから情報関係のアプリケーションの開発に携わ
れています。2012 年より DMC にてカタログ、モ
ザイクのシステムのコアな部分ですけれども、カタ
ログの可視化、目に見えるようにすること、ビジュ
アライゼーションに取り組んでいらっしゃいます。
またインタラクティブな展示の研究開発に従事され
ています。では、お願いします。
石川： ありがとうございます。皆さんこんにちは、

石川です。今日はようこそお越しくださいました。
パネルディスカッションに先立ちまして、私の立ち
位置というか、そういったものをちょっと説明した

いと思います。タイトルは「デジタル知と人の知を
つなぎたい」と書いてありますが、全然人文系では
なく、まるっきりエンジニアリングの方です。

　　私がこのプロジェクトにかかわったのは、今回で
6 回目ですが、2 回目からなので、もう 5 年もたつ
ということで、先ほどムービーなどお見せしました
が、MoSaIC システムも今回 5 年目で、ずっと開発
をし続けて、どんどんエンハンスを重ねて現在のと
ころにたどりついているわけですが、そこに到達す
るときに、とにかく最初はデジタルコンテンツを、
コンテクストが感じられるように見せたいという、
このオーダーを聞いてから始まっていまして、その
試行錯誤をして、その後にどうしているかというこ
とを、少しお話ししたいと思います。

　　今そうして到達したところで、何をいつも言って
いるかというと、コンテンツ間の関係を記述した
い、これをいつもいつも言っています。それでコン
テンツをつなげる、つなげる、もういつもつなげる、
つなげてほしいと言っているのですが、今回はどう
いうことなのかということを、少し説明したいと思
います。

　　つながるといっても、今はインターネットでいろ
いろなものがつながっています。これは例えば例で
す。今回、谷口建築に関する展示がありますので、
例も谷口に関するものです。これは既存のインター
ネットです。「Google」検索や、「wikipedia」から
取ってきました（図 3 参照）。慶應の人たちはよく
ご存じかもしれませんが、谷口吉郎とイサム ・ ノ
グチって、すごく密接な関係があるそうなんです。
私はもちろん知りませんでした。

　　この 2 人が関係するというものを、どうやった
ら既存のメディアで分かるのかということを試して
みました。最初は谷口吉郎を検索しても、イサム ・
ノグチというのは、なかなか出てこないと思いま
す。結果、「Google」の検索の結果から「wikipedia」
にいきましたが、ここ
でもまだ出てきませ
ん。 そ し て 1 個 ず つ
クリックしていくと、
新萬來舎ですか、ここ
に行くと、「wikipedia」
の ペ ー ジ に 飛 ん で、
やっとイサム ・ ノグ
チが出てきます。

　　このようにしてつな 石川 尋代



22

がってはいますが、いつどこで誰がつなげているか
知らないですし、つながれたほう、このイサム ・
ノグチの「Google」検索ですが、これも誰がつな
げているかを知っているのは、検索エンジンを持っ
ているところぐらいかなと思うのです。これをどん
どん自分で探していかないと、新しい情報という
か、知らない情報にもたどりつけないということが
あります。

　　これを何とかもう少し簡単にではないですけれど
も、周りに何があるのかって、何となく知るすべが
ないかということで、モザイクシステムというもの
を開発しています。モザイクは究極といいますか、

ある一種のモデル化だと思っています。先ほ
どウェブで「Google」の検索結果などがあり
ましたが、そういったものをちょっと小分け
にして配置しております（図 4 参照）。谷口
吉郎があってイサム ・ ノグチ、これを何か
つなぐものがいろいろとあります。
　　新萬來舎の映像だったり、それが矢印で
つながる、こういった関係を誰かが、1 人が
書かなくても谷口吉郎と新萬來舎というのを
つなげる人、イサム ・ ノグチのデザインが
入っているところをつなげる人、そういった
人たちがいることによって、いろいろなとこ
ろからつながって、イサム ・ ノグチと谷口
吉郎の関係が見えてくる可能性が出てきま
す。ノグチガーデンで誰か写真を撮ったら、
これは自分がこれはそうだといってつなげた
ら、一般の人たちが撮った写真からも、こう
いったところにつながっていくということが
モザイクの狙いとなります。
　　ただし、このモデル化は有向グラフで
行っていて、とても難しく、ずっとやっては
いるのですが、私自身が文化財も何も持って
いなくて、自分で作ると、このように（図 5
右上参照）、この猫の写真とつなげてみたり、
この土偶の置物も文化財ではなく、これはか
わいいなと思って買ったものですが、黒いも
のだからといってグループにしてみたりと
か、その程度のことしかできなくて、なので、
このモザイクのシステムというのは、文化財
のことを 1 つも考えずに作っています。本
当にただ物があってつながるということを、
どうしたら人がそのつながりを理解できるの
かということを念頭に置いていましたので、

今日かなり衝撃的な話を、たくさん聞いたような気
がします。

　　そしてその次に、このコンテンツのネットワーク
が出来上がったときに重要なことは、人が見て何か
思う、そういうことが最終的には一番重要なんじゃ
ないかと思います。そこで人が見て分かるようなコ
ンテンツ空間として、今回のモザイクを 1 つの例
として作っております。最終的にはいろいろなもの
がつながっていくと、このドアノブも全然興味のな
い方でも、ほかのものとつながって、自分の中にあ
るコンテクストと、何か重なった部分があるとき、
そういうときにはほかの周りのコンテンツも興味を

図 4

図 5

図 3
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持つのではないかと、そう思って、こういうメカニ
ズムを提供することで、このデジタルの世界と人間
がつながっていけたらいいなと、現在考えておりま
す。以上です。（拍手）
重野： ありがとうございます。それぞれのお立場で、

お話をいただきましたので、ここからはパネル討論
とさせていただきます。ここからは会場、フロアと
一緒になって議論ができたらいいなと思っているの
ですが、パネルをやるときに一番の問題は、どこか
ら切り出すかが、なかなか難しくて、今日のお話を
私なりに考えますと、最初のお二方、寺田先生と安
藤先生のご講演は、どちらかというと文化財とか
ミュージアムとか、そういうある意味一般の方も認
識するところの文化財のお話、その活用のお話とい
う視点でした。

　　それから今、2 人の金子先生と石川先生にお話し
いただいたのは、どちらかというとデジタル技術と
いうことで、間を挟んで座っていただいたのです
が、どちらかというと分断していて、今日のところ
はまだ全然近づいていなくて、やっと接点ができて
きたかなという感じにならないかなと思っていま
す。

　　最初、寺田先生と安藤先生にお話しいただいた内
容から、入っていきたいと思いますが、寺田先生に
しても安藤先生にしても、現状の本当のというか、
我々は情報系なので、うそと本当があるわけではな
いといっても、実際の博物館、実際の展示物、実際
の文化財を取り扱っている方々から見て、やはりい
ろいろなトライアルをしたり、いろいろなお考えが
あるということは、現状に対してもっとできるので
はないかという思いだったり、もっと展開できる、
もっとここは違った形になるのではないか、という
お考えがあるのではないかと思って、拝聴していま
した。

　　寺田先生からご講演の中で 3 つの可能性という
ことで、モバイルミュージアム、それから Play 
IMT の、2 つの先駆的な事例をご紹介いただきまし
たが、可能性として、これまでにない、これまで箱
もの的ミュージアムといっていいかどうか変わりま
せんけれども、建物があって、その中にきちんと展
示物があって、いつ行っても展示があります、とい
うのは、少し違うタイプのあり方といいますか、可
能性を見せていただいたと思うのですが、これはど
うなのでしょうか。

　　これまでのミュージアムの反省ということなの

か。それともそれを飛び出してしまって、まったく
違った発想ということなのか。どういうところから
このような試みを、いくつかされていると思うので
すが、もうされているのかということを、ご披露い
ただけたらありがたいのですが、いかがでしょう
か。
寺田： 私は今日、モバイルミュージアムと Play IMT

という演劇創作プロジェクト、2 つの実践事例を具
体的にお話ししましたが、従来の博物館、ミュージ
アムというあり方は否定されて、それがなくなれば
いいということではないと思うのです。ただし、今
までそこのミュージアムの中に閉じこもって、すべ
てを完結させてきたようなあり方というのは、見直
されてしかるべきではないかと考えます。そこで、
モバイルミュージアムという外に出ていく可能性を
探ったものや、演劇創作プロジェクトのように
ミュージアムの中に異質のもの、従来はなかったも
のというのを呼び込んで、コラボレーションしてみ
ようという取り組みを行っています。

　　博物館に人が来ないという一般的によく言われる
問題点があるかと思うのですが、それは単純に人が
たくさん来ればいいという話ではありません。やは
り博物館が魅力的な場所、現代社会において面白い
ことを見せてもらえる場所だと認識されないといけ
ないというのが、一番問題だと思うのです。そう
いった意味で、少し俗っぽい言い方ですが、面白い
ことをやろうという問題意識をもって取り組んでい
ます。
重野： ありがとうございます。特に両方のベクトル、

博物館側から飛び出していく方向のベクトルと、博
物館に呼び込んでくるベクトルと両方あって、こう
いう考え方はデジタルにも通じるのではないかなと
思いながら、話をうかがっておりました。安藤先生
に、お話を移したいと思います。安藤先生のご主張
の中には、いわゆる単一のオーソリティーでの固
まった見方はいいの
か、 そ う い う ご 主 張
だったかと思うのです
が、少しお話を広げて
いただけますでしょう
か。
安藤： 講演はちょっと

ややこしいというか、
分かりづらい話だった
かもしれませんが、文 寺田 鮎美
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化財と聞くと、おそらく多くの人は、単純に古くて
大切なものというイメージを持っておられると思う
のです。しかし、大切なものであるという認識は
あっても、なぜ大切なのかと問われると、多くの人
は具体的なことをほとんど答えられないのではない
でしょうか。とどのつまり専門家や文化財の担当者
が大事だというからというところに、最終的に逃げ
ていかざるを得なくなってしまうのですが、こうし
た状況は、文化財、つまり我々の社会の共有財産と
考えられるものの理解としては、かなりお寂しいの
ではないかと思っているわけです。

　　こうした問題の背景にいったい何があるのかとい
うことを考え始めると、今日お話ししたような、文
化財をめぐる制度、そしてそれと関連した、今日は
あまりお話しできませんでしたが、教育のあり方で
あるとか、そういったものが深く絡んでいることが
分かってくる。そしてそこに、今日はダークサイド
という言葉を使いましたけれども、ダークサイドに
陥りやすい構造的な問題点があることが見えてくる
というわけです。さらに、そうした構造的な問題が、
実は我々が普段何の気なしに使っている文化財とい
う言葉の範囲や序列に対するイメージにも色濃く反
映されていることも見えてくるというわけです。

　　文化財を守る意味をめぐり、多くの人々がそれぞ
れの立場からその意味を言えるような文化財のあり
方を、何とかこれから作っていくことはできないだ
ろうか、私はそんな問題意識に基づいて文化財の枠
組みというものを考えています。その中で今日お話
ししましたけれども、デジタル技術が、多くの人々
のさまざまな考え方を交錯させ、つなげるツールと
して大きな役割を果たしていくというのが私の考え
になります。そうしたコミュニケーションを通じ
て、1 人の頭の中では思いもつかなかったようなさ
まざまな発見が出てきて、それによって、目まぐる
しく変化していく世界の中で、守るべき大切なもの
は何かという議論に多くの人が参加できるようにな
るのではないかと思っているわけです。

　　今日は具体的なことをほとんど申し上げませんで
したけれども、文化財をめぐる問題の例を挙げる
と、例えば縄文土器がどうして大切なのかという質
問を人々にしても、なかなか答えられないのではな
いかと思います。実は、専門家でもきちんと答えら
れる人は少ない。それは考えてみると異常なことで
すので、どうして社会の共有財産として、こんなに
大切にしなければならないのかということを理解あ

るいは議論できるよう
にしていく、今日の話
はそのための理論的な
整理だったということ
です。
重野： ありがとうござ

い ま す。 お 2 人 か ら
現状を、ご経験、いろ
いろなことを踏まえた
うえで意見をいただき
ましたが、このあたりの現状認識とか文化財のあり
ようとか、博物館、美術館等々のありようというこ
とで、フロアから何かコメントとかご質問があった
ら、自由にいただきたいと思うのですが、いかがで
しょうか。それでは、お願いします。
質問者 A： 今日は寺田先生、安藤先生のお話を伺っ

ていて、私は非常に全部見事につながってきている
なというような感じがしております。別に立場上、
そういう予定調和的なことを言っているわけではあ
りません。寺田先生の最後に、ノードとリンクと
ネットワークということを、文化財の社会的価値創
造のためのアーキテクチャーで 3 つのキーワード
を挙げられて、まさにこれはモザイクでやってきて
いること、それに非常に近いような気がしていて、
それをどの空間でやるかという違いはあっても、モ
ザイクはやっぱりノードを作って、いろいろなノー
ドでもって、それで異なったリンクと、異なった
ネットワークができてきて、それがさらに重なり
合っていくという、そういう世界を目指すわけで
す。

　　その基本に有効グラフというのがあって、これは
まさに安藤先生がおっしゃった、文化財、文化資源
というのはベクトルであるという 1 つの方向性を
持って、常にそれをどこかの方向に向かって考え直
していくというプロセスのような意味で、お使いに
なったのかなと考えまして、そうするとそれもつな
がってきていて、結局ミュージアムというのは 1
つの方向性を持って何かコンテクストを作っていく
という、それがミュージアムなのだということを、
それぞれのお立場から、それぞれの興味に沿ってお
話になったような気がします。ですからそこに何か
新しいミュージアムの目指しているものというの
が、かなりそれぞれ扱っているコンテンツは違って
も、共有する部分があるのかなと思って聞かせてい
ただきました。

安藤 広道
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重野： どうもありがとうございます。他にフロアか
らいかがでしょうか。もっとざっくばらんなご質問
とか、ご講演に関する内容でも結構です。では、お
願いいたします。
質問者 B： 今日はありがとうございました。千葉の

房総の方から参りましたが、やはり田舎に住んでい
るものですから、一連の中で文化というのはいった
いどういう意味合いかなと考えながら、今日のお話
を聞かせていただきました。旧来ですと MLA 連携
とよくいわれていましたけれども、本来日本ではそ
ういう文化というか、分かれたという歴史があっ
て、それがなかなか連携できないという流れになっ
てしまった。

　　それがこういう ICT の世界になったときに、連携
が必要だという流れになっていきそうです。そこで
新たな技術で人がそういう文化資源、そういうもの
をいわゆる IT 技術を通じて関心を持つようになっ
ていくように努力をするようになっているかと思う
のですが、本来こういうものは答えってあるので
しょうか。要は人間とか記録とか文化とか、そうい
うのは答えがないからある面、面白いものであっ
て、個性も出てくるし、見解もいろいろ分かれて面
白い。

　　それをどう気付けるというか、刺激を与えるツー
ルとして、こういうものが作られているというの
は、ものすごいことだなという関心を、持っていま
すが、この発展系はたぶん未来の若い人が感覚を養
うのに非常に有効なツールになるかもしれない。そ
れはたぶん、たまたまですけど、昨日安西先生のお
話を聞いたら、高大接続の話を縷々述べられたので
すが、要は若い人がこれから大学に向けて何を学ぶ
かと、どういう学び方するか、社会にどういう役に
立つ学生にしていくか。

　　その一貫として、こういう文化、あるいは ICT の
使い方といいますか、活用というか、そういうもの

の方向付けをいただいた
ような気がして、私は 4
～ 5 回はご参加させて
いただいたのですが、今
日の話は一番腹の中に感
じるものを持っているよ
うな気がしています。
　　 も う 1 つ 言 え ば 田
舎から来たということも
含めて、地域の MLA と

いうか、そういう文化財というか、文化支援という
か、そういうものの活用の仕方についても、大学と
してもっと影響力を発揮していただけると、すごい
また動きが出てくるのではないかと思います。少し
話が長くなりました。
重野： ありがとうございます。今のお話の中に、い

ろいろな見方という言葉が 1 つと、それから最後
の下りで、いわゆる財、文化財といわれるものも、
いろいろな日本中という言い方をしていいでしょう
か、世界中という言い方をしていいでしょうか、い
ろいろなところにあって、そういうものをもっと活
用できる方法を模索するべきではないか、そういう
ことを期待されているということを言っていただき
まして、文化財だけの側面ではなく、ここから技術
の話をしていきたいのですが、いろいろな問題を踏
まえたうえで、デジタルの側が、デジタルの技術の
側が、どういうふうにこうしたことにアプローチを
していくかというのも、我々も情報に携わる人間と
して、常々考えるところではあります。

　　では、金子先生にお伺いしましょう。いろいろな
ご期待とか、問題点のご指摘とか希望、こういう方
向がどうかなというお考えをいただきましたが、特
に DMC でのアプローチという意味で、これまで開
発してきた、研究開発したモザイク、あるいは将来
的なデジタル ・ ミュージアムの構想の中で、デジ
タル技術というのは、答えていけるものでしょう
か。そのためには、どんなところにポイントがある
のか、ざっくばらんに展開していただけるとありが
たいのですが、いかがでしょうか。
金子： 今日はお二方にご講演をいただき、安藤先生

のご講演を聞きながら、私が何を考えていたかとい
うと、安藤先生の資料でいうところの文化的所産と
書いてある言葉を、すべてデジタルデータって読み
替えながら聞いていました。文化財って何ですかと
いったときに、僕の中ではハリウッドの名作映画

『コンテンツ』みたいな、そんなイメージです。誰
もが知っていて、例えば『ローマの休日』、誰もが
認める名作だと思いますが、あれは文化財ですよ
ね。同じデジタル、昔はフィルムで撮られましたけ
れども、デジタルリマスターされて、デジタルデー
タとして存在しています。

　　それは文化財、そう考えていったときに、僕が
撮った家族の写真、それは文化財なのか。今の安藤
先生の話で言うと、文化的所産、デジタルデータで
すと。でもそれは寺田先生のお話の中で、研究者の重野 寛
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家族の写真がコンテンツになりますという話を聞く
と、あれも文化財レベルまで上がるかなとか、そん
なことを考えながら実は聞いていました。

　　文化財とか文化的な所産って聞くと、何かすごく
たいそうな物のように思えるのですが、これは全部
デジタルデータって思うと、皆さんが日々スマホな
り、パソコンなりで生成していく膨大なデジタル
データそのものになっていて、それの残ったものが
文化財になっていくのかなと思うのです。これは
100 年後、200 年後を考えたときですが、そうい
うことを思ったというのが 1 つです。

　　もう 1 つ、今日一番うれしかったのは、寺田先
生のお話の中で、先ほど松田先生もおっしゃってい
ま し た が、 ノ ー ド リ ン ク ネ ッ ト ワ ー ク の 話 で、
DMC がアプローチをしてきた方向性が、もちろん
方法論は、寺田先生の場合はモバイルミュージアム
という形で、箱の文化財を持っていって展開すると
いうアプローチ、我々がやっているのはデジタル
で、それの結節点を作っていきましょうという点で
す。

　　方法論は違うのですが、目指している方向は一緒
なのかなと感じられたのが、非常にうれしくて、何
が正解かというのは、先ほどのコメントにもあった
ように、ないと思うのですが、デジタル技術で新し
い方法論の可能性を作れるのであれば、それは人類
の中では 1 つの貢献になるのかなというのが、私
の中の印象です。
重野： デジタルデータ、デジタルコンテンツという

言葉が出てきて、この辺を話の中で、少しおり混ぜ
ていきたいのですが、最初のお二方のお話は、明ら
かに物体がある、物がある、いわゆる財というもの
なのに対し、後半のお 2 人の話は、いわゆるデジ
タルデータ、デジタルコンテンツであり、実は非常
に距離があるものなのです。

　　ちょっといじわるな言い方になりますが、モバイ
ルミュージアム ・ プロジェクト、今、金子先生か
らベクトルとしては似たような、方法論は違うけれ
ども、同じような発想のもとにあると仰っていまし
たが、情報工学屋さんが考えると、いわゆるイン
ターネット ・ ミュージアムを作って、世界中から
コンテンツが見られるようにすればいいという、極
端な発想があると思うのです。

　　一方で、モバイルミュージアムではレプリカを使
われているということで、素人としては、それは本
物だから価値があって、レプリカを出すのであれ

ば、インターネットで見られるものでもよかったの
ではないかとか思うのですが、その辺の折り合いは
どういう感じだったのでしょうか。デジタルで、先
ほどリプレイするものがないと、既存のものをなく
してしまうものはないと仰っていましたが、逆にリ
プレイしてしまってデジタルだけでいってしまえ、
などという話はなかったのでしょうか。
寺田： モバイルミュージアムに関しては、そういう

話はなかったと言っていいかと思います。モバイル
ミュージアムは、東大博物館の館長の西野嘉章先生
がコンセプトをまず作られて、館員たちが館長と一
緒に行う、あるいは独自に展開していくなど、いろ
いろなプロジェクトを行っています。今、国内外で
カウントすると、プロジェクトの数は 100 以上を
重ねてきていますが、いずれもデジタルデータだけ
で行ったというプロジェクトはないかと思います。

　　ただ、まったくデジタルを使っていないかという
と、そうではなくて、ミュージアムのコンテンツ自
体が、デジタルデータとともにあるということは、
常にある状況かとは思います。レプリカを作るため
に、例えば 3D スキャンで計測をすることがありま
す。そういうところのデータをうまく見せる方法さ
えあれば、モバイルミュージアムの中でもデジタル
を使っていくということはあるのではないかと思う
のです。

　　レプリカや模型も、もっと積極的に使っていける
のではないかということを、発表の中でも申し上げ
ましたが、おそらくその先にはデジタルデータの活
用ということも、視野に当然入ってくるだろうとは
思います。
重野： ありがとうございます。安藤先生、その辺は

いかがですか。現物の文化財みたいなものを、おそ
らく文化的所産の中にすらデジタルデータって、実
は位置付けられていないんじゃないかと思うのです
が。
安藤： 私は、実物資料とその資料に付与する情報を

区別して考えなければならないと思っています。例
えば、そこに展示しているドアノブであったりと
か、『くぬぎ』という冊子であったり、それらが一
つ一つの実物資料です。実際の博物館の展示では、
こうした実物資料を、展示という、その他の実物資
料とさまざまな情報によって構成されるコンテクス
ト、学芸員が考えるコンテクストのなかに配置する
ことによって、その資料の意味や価値を理解できる
ようにしていくわけです。



27

　　しかし、実物資料自体は、本来、他の意味や価値
も持ち得るものであって、展示という 1 つのコン
テクストでは、その可能性の全体を見せることはで
きないわけです。当然、別のコンテクストのなかに
位置付ければ、また別の意味や価値を生みだすこと
も可能です。

　　ですから、展示するということは、ある実物資料
を 1 つのフロアでのコンテクストに縛ってしまう
行為だということを認識しておかなければなりませ
ん。ただ、実物資料は 1 つしかないことが多いので、
展示という 1 つのコンテクストの中に入れて、あ
る特定の意味や価値を示すということが、一般的に
ならざるを得ない。

　　しかしそれでは、本来、実物資料が持っている価
値の多様性とか、多面性というものが消されてしま
うことになります。その制約を何とかしたいのです
が、確かに同時に複数の展示室に 1 つの実物資料
を置くことはできません。ただ、例えば仮想的な展
示室をデジタルで作ってそこに資料を配置したり、
展示室において、展示のコンテクストとは別の情報
をデジタル技術によって付与できるような仕組みを
作ってあげることができれば、実物資料は一箇所に
あっても、さまざまなコンテクストの中に実物資料
を置いたような意味や価値の提示が可能になってく
るかもしれない。

　　私は実物資料と、それに関係するさまざまな情報
の関係をこんなふうに考えていて、そこに大きな可
能性があると思っております。
重野： ありがとうございます。実際に物に接して、

文化財に接していらっしゃる方々から、デジタルが
どう関係してくるかという観点でお話をいただきま
したが、逆の立場になると、情報からすると情報は
物を持っていません。我々が持っているのはデジタ
ルデータだけで、物がないという世界ですので、そ
の観点からもお話を聞いていきたいと思います。

　　石川さん、実際に言ってみれば、我々情報工学の
立場からすると、仮想的な情報の世界に物を入れて
くれと言われているとも言えますが、仮想の中のつ
ながりだけでなくて、そういった現実の世界と接点
を持ったつながりを、デジタルの世界に取り込んで
いくという、そういう固有の難しさがあると思うの
ですが、石川さんのお話の中では、インターネット
技術ではなかなかうまいこといっていないのではな
いか、というご指摘だったのですが、いかがでしょ
う。

石川： そうですね。
重野： それこそモザイクを作るモチベーションじゃ

ないかと思うのですが。
石川： 最初は本当に、デジタルしか考えていません

でした。そもそも関係を記述する、デジタルコンテ
ンツが出発点だったので、物は誰かが持っている。
でもそれを簡単に見ることができないから、イン
ターネットとかあるわけで、それでもインターネッ
ト、ネットがあってデジタルがあって、手軽に見ら
れるということを生かしたものということ、やっぱ
りどこもそれからスタートしていると思うのです。

　　ただ、これを作っていく上で、やっぱり展示とか
を見に行くようになって、そのときにこれは何回も
毎回おそらく言っているとのですが、見るたびに物
には勝てない、本当の物には勝てないなと思って
帰ってきているわけです。なぜかというと、その展
示はキュレーションの方が、すごく考えて考えて物
を並べて、キャプションで何を描いて、その観点が
どうだというように、ストーリーを作ってくれて、
それを見ているからすごく感動するし、ささやかな
ものでも有名な名画でなくても、本当に面白いなと
思って帰ってくるわけです。

　　そういったときに、デジタルって何をしても勝て
ないのかと思ったのですが、そこで私は、キュレー
ション自体をアーカイブに取り込む。それがどう
やったらできるのだろうかということを、ここ数年
は考えていました。それが物をつなぐということで
実現できるのではないか。それがコンテクストであ
り、それが重ね合わさるのは、デジタルは簡単です。

　　物を取り込むというのは、スキャンしたりとかと
いうのではなくて、その観点ではない、キュレー
ションを取り込むということをデジタルに生かした
いと考えています。
重野： なるほど。即物的には先ほどデジタルデータ

は実は裏側にありますねという話をいただきまし
た。まずはスキャンデータがある。もちろんそれは
第 1 段階かもしれないけれども、それらを取り巻
くいろいろな情報、それを思考の筋道であるとか、
もしかしたら先ほどあった、研究者の方の個人的な
経験みたいなことも含めて、そういったものを全部
含めてデジタルの世界に持ち込んでくることによっ
て、何か物が単体で存在しているのと少し違うコン
テクストとか見方とか、そういったものが複合的に
重なったような空間を作って、それが 1 つのミュー
ジアムとして機能する、そんなものがデジタルのイ
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メージの 1 つかなという感じでしょうか。ありが
とうございます。

　　デジタルと物って、やっぱり少しまだ離れてい
て、これをどうやって扱っていこうというのは、い
ろいろなところで課題だと思われます。金子先生の
お話にあったように、まずアーカイブを作るという
ところに興味がいくと思うのです。その次の段階は
コネクトしていく、つなげていくということでしょ
うか、金子先生、その辺はいかがでしょうか。
金子： このプロジェクトのなかで、一番最初に僕が

やろうと思ったのが、アーカイブコンテンツのネッ
トワーク化です。つながっているからこそ見えてく
るものというか、逆に言えば先ほどいった膨大なデ
ジタルデータの中で、関係しているものを即座に見
つけ出すことが果たしてできるのですかというとこ
ろに、常々情報系の研究者としては疑問を感じてい
て、たどりつけないデータは保存してある意味があ
るのかということを、考えています。

　　これはたぶん物のミュージアムでも同じことだと
思うのですが、公開されなくてずっと蔵に眠ってい
て、存在すら忘れてしまって、いつの間にか壊れて
朽ち果てていったとすると、それは、じゃあ、アー
カイブとしての価値があるのか。デジタルの場合
は、そこに自然淘汰されるという原理はなくて、経
済的に大きなコストを支払わなければ、そのデータ
を維持し続けられないという別の側面もあるので、
余計に何のために持っているのかというものを、自
然の流れに身を任せるという簡単な気持ちで、アー
カイブができないと思っていました。

　　いろいろなコンテンツがつながって、先ほど私の
資料にも入れましたが、コンテクストは何によって
形成されるかというと、結局情報をどう組み合わせ
提示するかで、その意味付けというものが変わって
くるのかなと思うと、ある種のネットワークが必要
で、プラスの意味付けという意味のネットワーク
と、もう 1 つはその意味付けされた情報を、誰か
に存在を知らせるという意味でのネットワークの、
その 2 つを実現していかなければならないのかな
ということです。それをいかに多くのネットワーク
を構成できるかというところが、これからの肝かな
と考えています。
重野： ありがとうございます。会場からもコメント

とか、ご質問をいただきたいと思いますが、本当の
物とデジタルという関係で、何かコメントなどがあ
りましたらお願いしたいと思います。

質問者C：安西塾長時代、三田の西別館に DMC があっ
たときに、私はそこのメンバーでした。それから
ずっと DMC が続いていて、こうやっていろいろな
成果や活動、を知って、非常にうれしく思います。
この問題ですが、デジタルというのは実は 320 年
前になるのですが、1696 年かな、パリに有名な物
理学者、数学者、ライプニッツという人がいまして、
この人があらゆる数を 1 と 0 だけで表現するとい
うアイデアを思い付いて、それでフランスのパリの
王立アカデミーか何か、そういうところに提案をし
たのです。

　　しかし誰もそれを理解しなくて、出した論文も論
文誌に採録されなかった。ライプニッツは、非常に
がっかりしたのですが、誰も想像できないようなア
プリケーションが、この 0 と 1 で表現する表現の
仕方に、ものすごい誰も想像しないようなアプリ
ケーションがあるはずだと言ったのです。誰も理解
してくれなかったけれども、0 と 1 が絶対、何かい
いアプリケーションがあるはずだと言って、320
年がたったのです。私もそうなのですが、ライプ
ニッツが求めていたデジタルのアプリケーション、
これをいろいろな人が 320 年間かかってやってき
たのですが、私もその 1 人だなと思っているので
す。

　　デジタルで、この文化財とか何とかを表現しよう
というのは、非常にライプニッツの描いていた目標
の 1 つでもあるのかなという気がしました。その
ときに私が 1 つ重要だなと思ったのは、デジタル
で文化財なり何なりを表現するときに、レイヤー構
造が必要だと。単に、ぼっとやるのではなくて、一
番下のいわゆる文化財を忠実に表現するものを物理
的なレイヤー、その上でそれを解釈するようなもの
とか、あるいはその上に、これとこれとこれが関係
しているよとか、そういうレイヤー構造のデジタル
化というのですか、そういうのが私は絶対に必要だ
と思うので、その辺をぜひ、この DMC の方々、理
工系の人と文系の人と一緒になって、そのレイヤー
を作っていくということをぜひ、検討していただき
たいと思いました。
重野： ありがとうございます。こういう問題を考え

るときの基本的なフレームワークといいますか、モ
デルというものの重要性ということか思うのです
が、情報をやっている人間にとっては非常に分かり
やすいので、まず金子先生あたりにふってみようか
なと思います。どうでしょう、例えばアーカイブを
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作る、あるいはデジタル ・ ミュージアムを作れる
というフレームワーク、専門用語で言うと、今のレ
イヤード ・ アーキテクチャーといった話になるか
と思います。

　　寺田先生のご講演の中の、広めるアーキテク
チャーという、フレームワークとかアーキテク
チャーという考え方がありますが、こういうデジタ
ル ・ ミュージアムのためのアーキテクチャー、も
しくはアーカイブのためのアーキテクチャー、何か
動きとか、あるいは構想とか、ありますでしょうか。
金子： ちょっと資料を出していいですか。
重野： 資料を出している隙に、逆向きのベクトルで

も見てみたいのですが、情報とか文化財を圧収集し
て保管して、おそらく分類して分析をするというよ
うなことを営々とされてきた方々にとって、知の
アーキテクチャーの、インテリジェントの知のアー
キテクチャーみたいなものがあるのではないかと思
うのですが、そういうものを、デジタルで何かをし
よう、ということには応用可能かということを、少
し漠然とした質問なのですが、この辺、何かコメン
トがありましたらお願いしたいのですが、いかがで
しょうか。
安藤： 知のアーキテクチャーということを、例えば

私が専門としている考古学という分野、特に先史時
代の考古学というような分野での経験に基づいて考
えてみると、まずある時点での研究のフレームのよ
うなものがあって、そのフレームに基づいて研究を
進めていくわけです。そのフレームが時代や社会の
ニーズと関連を保ちつつ、フレーム自体が変わって
いったり多層化していったり、そういうことができ
れば、先史考古学は社会のなかでの存在意義を維持
しながら深化していく、深まっていくということに
なるのではないかと思うのです。

　　ところが我々の学問の世界は、ある研究のフレー
ムがいったん形成されると、専門家といわれる人た
ちは、専門家の興味 ・ 関心のみに引っ張られた議
論を繰り返すという傾向を帯びてきて、そこに安住
してしまいます。そうすると、そのフレーム、つま
り先ほどのお話で言うレイヤー構造を持つが故にそ
もそも変化しにくいフレームが、ますます変化しな
くなって、社会が求めるいろいろな側面に対応でき
ないような学問の世界にいる人のための難しい話に
入っていく。

　　こうなってくると、だんだん社会とのつながりが
なくなっていき、その成果に依存して大切なものと

説明される文化財も、どうして大切なのかよく分か
らないことになっていってしまう。学問のアーキテ
クチャー、あるいはレイヤーということを考えたと
きに、私は、そうした社会とのつながりを保つため
の可変性や多面性が重要になると思っています。
重野： なるほど。情報の世界ではユニークなアーキ

テクチャーを、どうしても求めがちで、みんなが
使ってくれる標準化されているものと考えがちです
が、まだそこ自体が本当はフレキシビリティーが
あって、いろいろな議論があって、それこそ多様性
があってという、そういう世界なんじゃないかとい
うコメントかと思いました。金子先生の準備ができ
たようなので、逆に情報の立場からお話しすると、
どんなふうになるのか、少し聞いてみたいと思いま
す。
金子： これはある一面的なレイヤーの切り口ですが、

一番下にデータを保存して、確実にデータを保存す
る層があります。その上で情報と情報をつなげると
か、DMC の研究ですとカタログシステムが 1 個位
置付けられるのですが、このリレーション層では、
ほかにも例えばディレクトリシステムです。例えば
ヨーロピアーナとかでやっているのが一番それに近
いと思いますが、あの美術館に行ったら、これだけ
のデジタルコンテンツを持っている、というのが列
挙されて、それを閲覧できるのです。

　　すべてのそのデータに対してアクセスできる可能
性を提供する、プラス、つながりをうまく生かして
接続していくような、そういうリレーションのプ
ラットフォームです。あとは昔のデータになってく
ると、それをどういうふううに再生するのですか、
といったプレイバックの話、アプリケーションとい
う、こういうモデルをここ数年考えて行ってきてい
ます。

　　研究としてはプレイバック層には、ほとんど手を
付けられていなくて、ストレージ層、アーカイブを
作ってリレーション層をトライしてアプリを作って
いるというのが現状です。一方で、この DMC のプ
ロジェクトを行っていて必要だなと思うところが実
はこのデータ構造から、どういうふうに情報をユー
ザーに提示していくのかというところが、非常に難
しいというのが僕の印象でもあり、それは石川さん
の印象でもあると思うのですが、デジタルで情報を
管理するというのは、正規化した形に落としていか
ないと流通が促進しません。フォーマットを統一し
ないといけない。
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　　フォーマットを統一すると、それを解釈する解釈
の多様性というのが、実は損なわれてしまう可能性
もあったりとか、あとは逆に多様な表現を許可して
しまうと、発信している側がどの表現を選んでいる
のかというのを、受信している側が分からないとい
うミスマッチが発生したりします。そうすると、ど
うキュレーションを流通させるのかとか、意味解釈
を流通させるのかとか、そのあたりが非常にこのよ
うなレイヤーリングモデル、意味解釈のところまで
含めて考えると難しいというのが僕の印象で、それ
はどんどん研究しないといけない。

　　逆にそういったところを実はお伺いしたくて、ど
ういうふうな気持ちで、例えばモバイルミュージア
ムを展開されているのか。例えば先ほどのレプリカ
でやりますといった話しの場合、レプリカと本物の
提示の違いというものを、どこまでミュージアム側
が認識して、それをお客さんに提供しているのかと
か、そういったところをちょっとご意見いただける
と面白いなと思います。
重野： 話は先に、そのまま行きたいと思います。レ

イヤーリングとかアーキテクチャーに関しては、そ
れぞれまだ情報の世界とは若干合っていない部分が
あるけれども、それぞれには一応考えられている
し、多様性を受け入れなければならないということ
もあるかと思います。情報の立場から言うと、こう
いうことを考えて突き詰めていくと、今、金子先生
のご質問にあったように、気持ちの問題というか、
ちょっとうまくテクニカルな表現ができませんけれ
ども、どういう違いをどのように認識されて進めら
れたのかというところを、もう少し伺ってみたいと
いうことですが、その辺はいがですか。
寺田： モバイルミュージアム、今日ご紹介したフィ

リピンでの箱型のプロジェクトに関してということ
でお話ししますと、あの箱はオリジナルの標本も、
もちろん使っています。プラスして、オリジナルの
標本では表現できないものを模型やレプリカで示し
ました。例えば魚のレプリカを作ったのですが、魚
の標本をそのまま置こうとすると、色が抜けてし
まった状態の液浸標本であるとか、あとは骨格標本
というのを使えたかもしれないのですが、生きてい
るときの姿、形や色を見せるためには、模型、レプ
リカが最適であるということで、決して本物が使え
ないからレプリカにしたということではないので
す。

　　一方でワニは頭部の骨格標本を用いたのですが、

それはやはりワニの歯が鋭かったりとか、そういっ
たところを見せると、きっと学生の興味を引くだろ
うということをプロジェクトメンバーで考えたの
で、オリジナルの標本を使ったわけです。そういっ
た形で、目の前にリアルな物として展示されたとき
に、レプリカであっても、オリジナルの標本であっ
ても、魅力的なのは何かという観点を、展示物を具
体的に決めていくときに、重視していました。
金子： ちょっと質問していいですか。物があって、

ミュージアムという形でイベントをやると、基本的
には対象となるお客さんがある程度見えてきて、そ
れを想定して設計していくと思うんのですが、ネッ
トワーク化していくと何が起こるかというか、それ
を受け取るのが誰か分からないという大きな問題が
あって、それゆえにどう発信していったらいいのか
分からないというような。

　　僕は本物と言ったのはなぜかというと、本物を出
しておけば、取りあえずうそじゃないじゃないです
か。誤解も発生しないじゃないですか。だってそれ
は本物ですから、どう解釈しようが本物ですみたい
な。でもレプリカになると、何らかのところの情報
がそぎ落とされたり、何らかゆがめられたりとか、
さっきのお魚さんも何かがゆがんでいるはずなんで
す。きっと本物じゃないから。

　　そういういったところの欠落した情報というもの
が、どういう影響を与えるのかとか、そういったと
ころまで何か情報系は考えてしまうのです。正しく
情報は伝えないといけないかなというのが、やっぱ
り心のどこかであって、うそでもいいから伝えてい
いよといったら、それは情報を伝えることにならな
いので考えてしまうのですが、その辺りはいかがで
すか。
寺田： そうですね。今、言われてみて、なるほどな

と思いました。レプリカを模型にした場合に情報が
欠落するんじゃないかというのは、本当にもっとも
なご指摘だと思いました。普段展示を作るときに、
その辺りをどう考えているかというと、もちろん展
示の構成要素として物だけではなくて、キャプショ
ン、解説テキストがたいていは脇に添えられますの
で、それで補うということは、日常的にやっている
ことかと思います。しかし、おそらく少なくとも私
の経験ですと、正確な情報をきちんと伝えることこ
そが展示の役割かというと、何かちょっとそうでは
ないかなとも感じました。一種の割り切りといいま
すか、そういう意味では情報の正確さについてはあ
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まり考えずにやっていたかもしれないという点を
今、ご指摘いただいたように思います。
金子： なるほど、ありがとうございます。
安藤： ちょっといいですか。今、実物とレプリカや

模型の違いという話になりましたが、金子先生が
おっしゃる実物はうそではないと指摘された点はと
ても重要だと思います。博物館では、いろいろな見
方をするさまざまな人がやってきて、その人たちな
りの多様な情報を、展示物から引き出そうとするわ
けですが、そこにあるのが実物でしたら、それぞれ
がどんなところに注目してどんな情報を引き出して
も問題はないわけです。でも、レプリカや模型です
と、そのレプリカや模型の使用目的以外の情報をそ
こから引き出そうとするとうそになってしまう危険
性があるわけです。そういう意味での実物資料の重
要性というのを、やっぱり我々はきちんと認識して
おかなければならないと思います。

　　一方で先ほど、お話ししたとおり、展示では、あ
る意味や価値を示すために、資料を配置して、その
周りに解説を置いて、1 つのコンテクストを作るわ
けです。その中で資料を見る人たちは、ある意味で
そのコンテクストに縛られています。そして、見に
来た人たちの多くは、コンテクストの中で読み取る
ことができる情報を引き出せれば満足するのだろう
と思います。極端なことを言うと、その場合はレプ
リカでも、博物館側、利用者側双方が目的を達成す
ることも可能です。

　　私は実物派で、やっぱり博物館では実物を出すべ
きだと考えているのですが、今日の話を絡めて言う
と、あるコンテクストを与えてしまうということ
は、ある 1 つの博物館側の考えを押し付けている
ことになるのです。それでは文化財の制度と同じよ
うに、博物館という研究機関が言うんだからその意
味や価値を信じなさいみたいなことになってしま
う。何か宗教っぽくて、よくないですね。

　　いわゆるオーソリティーが言うのだから大切なも
のだと思ってしまうこと、それが文化財のダークサ
イドだと言いましたが、そのダークサイドと実は近
いところがあるのです。だからこそ僕は実物を出し
て、展示というコンテクストからズレた目で見てさ
まざまな意味や価値を引き出そうとする人たちにも
配慮したい、配慮したいというか、配慮すべきだろ
うと。だとするならば、やっぱりそこにあるべきは
実物です。

　　僕はひねくれていて博物館に行っても、展示のコ

ンテクストに縛られないようにします。わざと自分
なりの見方をして、そこから私なりの情報を引き出
そうとする。そういうことができるような展示とい
うのは、やっぱり意味があるだろうと思います。金
子先生のおっしゃったことと接続すると、そんな感
じです。
重野： 大変本質的なところに入ってきていて、正し

さとか何を置いておく、何というか、もっと意味的
なものですけれども、そういうことをどうやったら
いいのかというところに、ちょっと議論が差しか
かっているのですが、たぶん石川さんが何か言いた
そうで、たぶん技術的にはすごく難しいのではない
でしょうか。
石川： その前に、今ちょっとレプリカがどうとか、

デジタルだと本当に正しいのかどうかという話が
あったのですが、デジタルだとデータは正しいかも
しれないんですけど、文化財を見るという観点で言
うと、結構いい加減かなと私は思っていて、なぜか
というと、以前どこかにエジプトのお皿と壺が来て
いるから、それを見に行ったんです。事前にウェブ
でチェックして、これとこれねと思って行ったので
すが、実際に見たらお皿は思っていたより大きかっ
たし、壺は思ったよりすごい小さかったのです。デ
ジタルというのは、そういう錯覚というか、思い込
みなのでしょうが、そういったことも起きるわけで
す。

　　ただしそれがもしレプリカだったとしても、それ
は本物と同じ大きさで作っていたら、そういう間違
いは起きないし、びっくりすることもないです。あ
ともう 1 つ、印刷博物館だったと思うんですけど、
有名な浮世絵、それが出来上がっていく過程を置い
てあるのです。それはもちろん当時のものじゃない
です。でもそれは出来上がっていく過程をレプリカ
でも見ていくことによって、見方によってすごく面
白いわけです。それは、こんなんだったのかと。

　　あと有名な浮世絵でも、だいたい絵はがきサイズ
になっています。それぐらいの大きさかなと思う人
は、あんまりいないと思うのですが、実際の大き
さって分からないわけです。でもそこに行ってレプ
リカでもあると、こういう大きさで印刷していたの
ねと思うと、そのレプリカでも十分な価値があるの
ではなかろうかと思っております。
重野： ありがとうございます。重要なご指摘で、結

局のところ実物があるというのはベースラインかも
しれませんが、それだけでは表現できないものと
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か、デジタルだけでは表現できないものとかって、
やはりお互いに補完的な関係が必ずあり得て、もう
1 つ面白い観点は、正しいとか正しくないというの
はあっても、効果的に伝えたり、ただしく直感的に
理解したらよかったのです。直感的に理解してもら
おうと思うと、今みたいなことが重要になってくる
ということでしょうか。
石川：1 つ言い忘れたのですが、1 つだけレプリカで、

どうしてだって少し怒りを覚えたのは、本物のロ
ゼッタ ・ ストーンが来るとばかり思っていたらレ
プリカですと書いてあったときです。きちんと読ま
なかった私も悪く、たぶんああいう大きさなのだな
ということを、知れたのはよかったのですが、びっ
くりしました。そういったこともあるので、一応そ
ういった負の面もあるいうことを、付け加えておき
たいと思います。
金子： 今、聞いていて思ったのは、モバイルミュー

ジアムと我々がやっているプロジェクトって、すご
い同じ方向を向いているなってさっき思ったんので
すが、意外と同じ方向を向いているけど、位置付け
は違うのかなというのを今、聞きながら思いまし
た。何か得意とする分野とか、どこまでの情報の発
信とか、情報の取得みたいな、目指す情報、受け取
れる情報に何か違いがあるのかなという、逆にそこ
が明らかになっていくと、もっとやるべき方向が見
えてくるのかなと思ったんですけど、違いって何か
感じられましたか。
寺田：そうですね。モバイルミュージアムは、博物館、

ミュージアムが社会の中に出ていって、展示ケース
1 つでもそこにケースのデザイン、展示物を置く台
座などもデザインされて置かれていれば、そこに
ミュージアムがあるというような発想で行っていま
す。フィリピンの例であれば展示ボックス 1 つで
も、そこに博物館が出来上がるわけです。主として
ミュージアムの展示を見る、あるいは鑑賞する、ア
プリシエイトするとあえて言った方がいいかもしれ
ないのですが、そこをかなり重視しているところは
あると思うのす。

　　そういった意味で情報が伝わるかどうかというよ
りは、その空間性を体験してもらえたかどうかとい
うことを考えているように思います。展示物 1 個
で、それが本当にできるのかというご指摘は、時々
いただくことがあり、フィリピンの事例もたかだか
10 箱じゃないかと言われたりすることもあるので
すが、コンセプト、方向性としてはそういったこと

を考えています。したがって情報を伝えたいという
意識は、薄いと言うとあまりにも消極的な言い方に
なってしまうかもしれませんが、立脚点や目指すと
ころが少し違うのかなというのは感じたりしまし
た。

　　あとはレプリカと模型も積極的に活用したらどう
だろうということを、今日はかなり強めに申し上げ
ているのですが、それもやっぱり物として目の前に
あるということの存在感が重要なのです。フィリピ
ンですと、特にミンダナオ地域では、教育コンテン
ツが大学の中であまり恵まれていないような環境で
もあったという状況を見ていました。何かそういう
ところに物を通じた教育機会というのが作れないだ
ろうかと考えました。

　　そのようなミュージアムの役割としての観点で
行ったプロジェクトでしたので、科学的な情報を伝
えたいというよりは、そういう物を見るという体験
をぜひしてほしい、というのが趣旨でした。ミュー
ジアムに初めて接するような子たちも、実際多くい
たのですが、そのような体験を提供したいというこ
とであって、考え方に少し違いがあるかなというの
は思いました。
重野： ありがとうございます。いろいろな議論が出

てきて、やっとパネリストの間もアイスブレークし
て議論が盛り上がってくるところなのですが、会場
ともイントラクトしたいところなんですけれども、
残念ながらお時間の方が来てしまいましたので、こ
の後研究交流会を準備しておりますので、また個別
に交流会の中でご議論をさせていただけたらと思い
ます。最後になりますが、一言ずついただいて、こ
のパネルをお開きにしようと思うのですが、どうで
しょう、次のステップ、どんなところにあるでしょ
うかということを、一言ずついただいていきたいと
思うのですが。金子先生どうでしょうか。
金子： ぜひ、連携したいと思いますので、ご興味を

お持ちの方は、興味なくてもやりましょうと言って
いただけると私はうれしいので、ぜひぜひ連携をし
て、こういうミュージアムネットワーク（デジタル
版）、ご興味のある方、お声かけください。
重野： 寺田先生からは、今、たくさんお話をいただ

きましたけれども、いかがでしょうか。最後に一言
ということで。
寺田： 私も連携ということは強く意識しています。

Play IMT の演劇創作プロジェクトは、今まさに継
続進行中ですので、何かご関心がある方がいたらつ
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ながっていけたらと思いますし、DMC ともこれを
機会に何らかの形でつながりがもてたらいいなと
思っています。
重野： ありがとうございます。安藤先生、いかがで

しょうか。
安藤： 私は 1 つのモノに対する多様な見方といった

話をしてきましたので、実際に資料を展示したり、
何らかのコンテクストの中に配置した時に、それを
見る人がどんな受け止め方をしているのかというこ
とを、もっともっと知りたいなと思っています。受
け止め側の多様性をしっかりつかんでおかないと、
今後の具体的な展開を考えることが難しいのかな
と。キャンパスミュージアムでいえば、これから実
装を行っていくことになりますが、そこでのさまざ
まなコンテクストの交錯がどんな価値の発見につな
がっていくのか、あるいはいかないのかですね。そ
ういったところを少し具体的に確かめていくこと

が、次のステップなのかなと思っております。
重野： ありがとうございます。石川さん、いかがで

しょうか。
石川： 次のステップとしては、やはりいろいろな方

に使っていただきたいと思うので、コンテンツを誰
かつなげてくださいという、そんな感じです。私も
つなげてくださいと言っているのですが、あとはつ
なげたものがどういう思いでつなげたのかというの
を知りたいのと、それを見たらどういうふうに人が
思うのだろうって、人がどう思うかということを、
もう少し観点に入れながら開発していきたいと思っ
ています。
重野： ありがとうございます。それでは続きはまた

研究交流会ということで、この場はいったんお開き
にしたいと思います。どうも皆さん、ご参加ありが
とうございました。パネリストの皆さんに拍手をお
願いします。


